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Frankel-Wei(1994)のモデルなどを用いて人民元のアンカー通貨としてのプレゼンスを

調べる先行研究は複数存在するが、FWモデルで推定されるパラメータ（FWパラメータ）

のアンカー通貨のプロキシーとしての妥当性や、FWパラメータと実際の通貨の使用状況の

関係については、十分な検証がなされているとは言いがたい。本稿では、FWパラメータが

アンカー通貨のプロキシーとして有効であり、FWパラメータと実際の通貨の取引シェアの

間に一定の相関関係が見られることを示した上で、アンカー通貨が明らかでない国の通貨

について FWモデルによる推定を行い、これらの国における事実上のアンカー通貨を明ら

かにした。この結果、アンカー通貨としての米ドルの支配的地位が変わっていないこと

や、人民元経済圏は地域的なバラツキが大きいことが示唆された。加えて、人民元のパラ

メータの決定要因に関する実証分析を行った。 

 


